
 

 

 

 

 

 

広島県立総合技術研究所農業技術センターは，理化学研究所など官民５機関

と共同で，作物の防御力を高めて害虫のアザミウマ類を寄せ付けなくする，植

物ホルモンを用いた忌避剤を開発しました（図１）。これにより，従来の殺虫

剤依存から脱却し，環境や生産者にやさしく，消費者が安心できる農業生産に

貢献できます。 

 

開発の経緯 

現在，農業生産において，害虫に対して特定の殺虫剤が効かな

くなる薬剤抵抗性の問題が起きています。特にアザミウマ類（写

真１，写真２）は殺虫剤が効きにくい代表的な害虫として世界中

で猛威をふるっています。今回，共同研究グループは，植物ホル

モンのジャスモン酸の仲間を用いて，作物の害虫に対する防御力

を高め，この害虫を忌避できることを明らかにしました。そして，トマトおよ

びミニトマトを対象とした実証試験を経て，忌避剤として登録申請し，令和３

年３月 26日に登録となりました。 

 

開発のポイント 

○植物の防御力を高め，アザミウマ類を殺虫するのではなく，行動を制御する

ことで被害を回避します。 

○ジャスモン酸は植物がもともと持っているホルモン物質なので，その仲間で

ある本剤は環境や使用する生産者にも優しく，薬剤抵抗性の心配もありませ

ん。 

○既に植物成長調節剤として使われているジャスモン酸の仲間のプロヒドロジ

ャスモン（PDJ，商品名ジャスモメート液剤©）を用いて実証したことで，新

たな製品開発に要する時間を短縮しました。 

 

※本研究は，内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「次世代農林水産業創造技術」のうち「持続可能な農業

生産のための新たな総合的植物保護技術の開発」の支援を受けて行われました。 
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殺虫剤を使わない，環境にやさしい害虫対策 

～広島県などの共同研究でトマトの忌避剤を実証・登録～ 
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写真２ アザミウマ類が媒介する 

えそウイルス被害（トマト） 

写真１ アザミウマ類 

図１ 忌避剤の作用方法 
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新たな害虫忌避剤の登録認可取得 

－植物防御力を高め害虫を忌避。殺虫から制虫へ－ 

理化学研究所（理研）バイオリソース研究センター実験植物開発室の安部洋専

任研究員、小林正智室長、農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）の櫻井

民人上級研究員、神奈川県農業技術センターの大矢武志主任研究員、広島県立総

合技術研究所の松浦昌平主任研究員らの共同研究グループ※は、植物が持ってい

る害虫に対する防御力を高め、難防除害虫として世界的に大きな問題となって

いるアザミウマ［1］類を忌避する害虫忌避剤を開発しました。そして、内閣府・

食品安全委員会、厚生労働省・食品衛生分科会、農薬・動物薬部会での審議を経

て、農林水産省の農薬登録を 3 月 26 日に取得しました。 

本研究成果は、植物が有する害虫に対する防御力を高め、害虫を殺すのではな

く、守るべき植物から忌避させることで、被害を抑えることを可能とする害虫忌

避剤を開発したことです。これにより、従来の殺虫剤依存から脱却するとともに、

持続的な農業生産に向け、生産者および消費者にとって安心度の高い新たな害

虫管理に貢献すると期待できます。 

現在、農業生産において、害虫の殺虫剤抵抗性の問題が顕在化しています。特

にアザミウマ類は難防除害虫の代表的な存在として世界的に猛威をふるってい

ます。今回、共同研究グループは、植物成長調節剤として実用化されているジャ

スモン酸類縁体「プロヒドロジャスモン（PDJ）［2］」により、植物の害虫に対す

る防御力を高め、アザミウマ類を忌避できることを新たに示しました。そして、

トマトおよびミニトマトを対象とした圃場での実証試験を経て、新たな害虫忌

避剤を開発し、このたび登録認可を取得しました。 
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※共同研究グループ 
理化学研究所 バイオリソース研究センター 実験植物開発室 

 専任研究員     安部 洋 （あべ ひろし） 

 室長        小林 正智（こばやし まさとも） 

農研機構 中央農業研究センター 

上級研究員     櫻井 民人（さくらい たみと） 

神奈川県農業技術センター 

主任研究員     大矢 武志（おおや たけし） 

広島県立総合技術研究所 

主任研究員      松浦 昌平（まつうら しょうへい） 

Meiji Seika ファルマ株式会社 

日本ゼオン株式会社 化学品事業部 

 

研究支援 
本研究は、内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「次世代農林水産業

創造技術」のうち「持続可能な農業生産のための新たな総合的植物保護技術の開発」

の支援を受けて行われました。 

 

１．背景                                   

 

近年、農作物の生産現場では、害虫の殺虫剤抵抗性獲得による被害が深刻な問

題となっています。特に、難防除害虫として国内外で猛威をふるうアザミウマ類

は、殺虫剤抵抗性を高度に発達させており、その防除は困難を極めています（写

真 1）。アザミウマ類は寄主範囲が広く、その被害はアブラナ科、ナス科、ウリ

科、キク科など多くの農作物野菜に加え、花き類にまで及びます。さらに、アザ

ミウマは、植物ウイルスの媒介虫でもあることから、農作物にトマト黄化壊疽

（えそ）ウイルス、キク茎壊疽ウイルス、アイリスイエロースポットウイルスな

どのウイルス病を引き起こし、虫害とウイルス病害による多重被害を発生させ

ています（写真 2）。またアザミウマ類の体長はわずか 1～2mm 程度であるため、

植物工場などの大型施設園芸への侵入を防ぐことは容易ではなく、ひとたび大

型施設園芸などに侵入すると壊滅的な被害に至る場合があります。 

 

 

写真 1 アザミウマ類（広島県立総合技術研究所 提供） 
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写真 2 アザミウマ類が媒介する壊疽（えそ）ウイルス被害（トマト） 

（広島県立総合技術研究所 提供） 

 

植物が生存していく上で、様々な害虫や病原菌に対して、自らの身を守るため

には、植物の防御機構が必要不可欠です。植物防御には複数の植物ホルモン［3］

が関わっていることが明らかとなっていますが、その中でものジャスモン酸［3］

とサリチル酸［3］は最も重要であり、傷を伴う虫害に対してはジャスモン酸が、

感染を伴う病害に対しては主にサリチル酸がそれぞれ働き、植物の身を守って

います。共同研究グループはこれまでに、モデル植物シロイヌナズナを用いた基

礎研究において、植物体内でジャスモン酸の働きが高まるとアザミウマ類を忌

避し、一方、サリチル酸の働きが高まると誘引することを明らかにしてきました
注 1－3）。この研究シーズを進化発展させ、栽培圃場で活用できる生産体系を構築

することができれば、安定的なアザミウマ類防除が可能となります。そこで今回、

共同研究グループは、アザミウマ類を対象とし、既に植物成長調節剤として実用

化されているジャスモン酸類縁化合物である「プロヒドロジャスモン（PDJ）」を

アザミウマ類忌避剤として適用拡大し、農薬として実用化することを目指しま

した。 

そして、産官に地方公設試を加えて共同研究グループを構成し、植物の防御力

を高め、アザミウマ類を殺虫するのではなく、行動を制御することで革新的な防

除体系の確立を可能にすべく、新たな忌避剤の開発に取り組みました。 

 
注 1） Abe et al. “Antagonistic plant defense system regulated by phytohormones assists interactions among vector insect,  

thrips, and a tospovirus” Plant and Cell Physiology 53(1):204-212,2012 

DOI:10.1093/pcp/pcr173 

注 2） 安部ほか「ジャスモン酸機能制御剤プロヒドロジャスモンの制虫剤としての開発研究」Regulation of plant growth  

& development 55(1), 17-22, 2020 

注 3） Matsuura et al. “Suppressive effect of prohydrojasmon on western flower thrips Frankliniella occidentalis (Pergande)  

(Thysanoptera: Thripidae) on greenhouse tomato plants” International Journal of Pest Management 2020 

 DOI: 10.1080/09670874.2020.1817620 

 

２．研究手法と成果                              

 

新たな忌避剤の開発に向け、共同研究グループは圃場における PDJ のアザミ

ウマ類忌避効果について実証試験を 2014 年から開始しました。最終的には 8 例

の圃場実証試験（試験的な実証試験も含めると 10 数例）、2 例の薬害試験を経

て、2017 年に忌避剤の開発に至りました。また、2 カ年にわたる作物残留性試

験データも加えることで、同年 6 月、トマトを対象としたアザミウマ類忌避効

果を有する PDJ として農林水産消費安全技術センター（FAMIC）へ登録申請し、
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このたび認可を取得しました。開発した忌避剤は、定植前後に PDJ を散布し、

植物防御を高めることにより、トマトからアザミウマ類を忌避させることが可

能となります。そして、その防除効果は既存の殺虫剤と同等であることが期待さ

れます。殺虫剤の場合、散布後、一定期間の食害を被ったのちに、アザミウマ類

に対する殺虫効果が認められることから、アザミウマ類によるウイルス媒介を

防ぐことは困難だと考えられています。一方、今回開発した忌避剤は、散布した

植物からアザミウマ類を忌避することで、食害を防ぎ、ウイルス媒介性をも半減

するさせることも期待できます（図１）。 

 

 

 

 

   

 

 

 

図 1 対象野菜での施設圃場試験 

500 倍希釈 PDJ 溶液をアザミウマ放飼前に 2 回、放飼後に 3 回散布し、8 株あたりのアザミウマ頭数を比

較した。 

 

３．今後の期待                                

 

過去にアザミウマ類に対しても卓効を示す農薬としてネオニコチノイド系の

殺虫剤が市場に登場しました。しかし結果的に、わずか数年で抵抗性を獲得した

アザミウマ個体が出現しました。アザミウマ類に対する防除対策が無くなって

しまった生産現場は困窮しており、今後、殺虫剤だけに頼ることのない総合的な

防除体系を確立していくことが重要です。これまで生産現場で繰り返されてき

た新規殺虫剤の投入とその薬剤抵抗性害虫の発生という輪廻にくさびを打ち込

むには、化学薬品に対する抵抗性の発達とは無縁である虫の「好き嫌い」といっ

た本能に基づく行動を制御することが非常に効果的であると考えられます。 

共同研究グループは、PDJ により、植物が本来有する防御力を高めることで、

植物から害虫を忌避することを可能としました。害虫の特定の分子のみに作用

する殺虫剤とは異なり、PDJ により植物に付与されるアザミウマ忌避性には、さ

まざまな植物代謝物が関わっているだけでなく、またその忌避作用にも多面的

な効果が関わっていると考えられます。そのため、容易に抵抗性が獲得されると

は考えにくく、持続的な害虫防除が可能となります。また、殺虫ではないことか

ら、天敵などの捕食者との併用も容易となります。今回の開発した忌避剤はこう

した効果をもたらすとともに、「殺虫から制虫への転換」も可能とすることから、

安全・安心を求める生産者や消費者ニーズにも答えやすく、今後の新たな害虫防除

へ道を拓いた成果と言えます。 

 また今回の研究成果は、国際連合が 2016 年に定めた 17 項目の「持続可能な開
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発目標（SDGs）［4］のうち「2.飢餓をゼロに」と「15.陸の豊かさも守ろう」に大きく

貢献すると期待できます。 

 
４．農薬登録情報                             
 

 
 

５．補足説明                                 

 

[1] アザミウマ 
体長 1～2 ミリ程度の微小害虫。寄主範囲が広く、アブラナ科、ナス科、ウリ科、キ

ク科など多くの農作物野菜に加え、花き類にまで被害が及ぶ。植物ウイルスの媒介虫

でもあることから、農作物に多重被害を発生させている。またオスがいなくても、単

為生殖によってメスだけで個体群を増やすことができるため、たったメス一頭の侵入

が大きなリスクとなる。 

 

[2] プロヒドロジャスモン（PDJ） 
理化学研究所らにおいて創出された化合物。天然にも存在するジヒドロジャスモン酸

メチルのエステル部分がプロピルエステルになった 4 種類の光学異性体のラセミ混

合物。現在、ジャスモメート剤として、ブドウやリンゴの着色促進、温州ミカンの浮

皮軽減、落果防止を目的とした植物生長調整剤として広く販売されている。 

 

[3] 植物ホルモン、ジャスモン酸、サリチル酸 
植物ホルモンとは、植物の体内で生産され、植物の成長を微量で調節する有機化合物

であり、ジャスモン酸は食害など植物が傷をともなう害虫に対する植物防御、またサ

リチル酸は主に病原菌などに対する植物防御を制御している。 

 

[4] 持続可能な開発目標（SDGs） 
2015 年 9 月の国連サミットで採択された、持続可能でよりよい世界を目指す国際目

標。17 のゴールおよび 169 のターゲットで構成されており、国連加盟 193 か国が、

2016 年から 2030 年の 15 年間でこれらを達成することを目標としている。 

 

６．発表者・機関窓口                             
 

＜発表者＞ ※研究内容については発表者にお問い合わせください。 

理化学研究所 バイオリソース研究センター 実験植物開発室 

専任研究員   安部 洋（あべ ひろし） 

TEL：029-836-9189 

E-mail：hiroshi.abe.aa[at]riken.jp 
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＜機関窓口＞ 

＊今般の新型コロナウイルス感染症対策として、理化学研究所では在宅勤務を実施して

おりますので、メールにてお問い合わせ願います。 

理化学研究所 広報室 報道担当 

E-mail：ex-press[at]riken.jp 

 

※上記の[at]は@に置き換えてください。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 


